
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成22年11月12日

【四半期会計期間】 第59期第２四半期(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30

日)

【会社名】 株式会社マキヤ

【英訳名】 MAKIYA CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　川　原　﨑　康　雄

【本店の所在の場所】 静岡県沼津市三枚橋字竹の岬709番地の１

　 同所は登記上の本店所在地であり、実際の業務は下記で行って

おります。

　 静岡県富士市大渕2373番地

【電話番号】 （代表）0545-36-1000

【事務連絡者氏名】 取締役経理・財務部長　　矢　部　利　久

【最寄りの連絡場所】 静岡県富士市大渕2373番地

【電話番号】 （代表）0545-36-1000

【事務連絡者氏名】 取締役経理・財務部長　　矢　部　利　久

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

　 　(大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

　

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

 1/28



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第58期

第２四半期連結
累計期間

第59期
第２四半期連結
累計期間

第58期
第２四半期連結
会計期間

第59期
第２四半期連結
会計期間

第58期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　７月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 30,619,72130,240,41915,245,42315,339,97961,717,016

経常利益 (千円) 278,696 600,824 147,475 271,064 908,855

四半期(当期)純利益 (千円) 149,839 54,573 48,565 145,113 221,252

純資産額 (千円) － － 11,785,19611,548,81711,602,683

総資産額 (千円) － － 29,399,29328,814,86229,412,885

１株当たり純資産額 (円) － － 1,180.421,156.761,162.15

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 15.00 5.46 4.86 14.53 22.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 40.09 40.08 39.45

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 560,9701,148,607 － － 1,093,774

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △204,371 44,912 － － △637,923

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △400,103△1,259,889 － － △428,073

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) － － 788,975 793,771 860,140

従業員数 (名) － － 442 390 413

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

　　おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 390　(1,190)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 234　(736)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績
 　　 当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 1,652,727 103.3

家庭電気製品 598,700 84.6

インテリア用品 212,433 102.4

カー・レジャー用品 358,461 104.2

ＤＩＹ用品 611,153 100.2

食品 8,431,254 98.9

合計 11,864,728 99.0

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　仕入高は、仕入実績金額に基づいて記載しております。

　
(2) 受注状況

当社グループは主として商品の仕入販売を行っているため、該当事項はありません。

　
(3) 販売実績
 　　 当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 売上高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 2,149,096 103.1

家庭電気製品 992,894 102.3

インテリア用品 323,929 96.6

カー・レジャー用品 500,326 95.0

ＤＩＹ用品 850,130 98.5

食品 10,523,604 100.6

合計 15,339,979 100.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部企業収益に回復の兆しが見られたものの、急激な

円高の進行による輸出関連企業の収益悪化懸念、雇用や個人所得の環境の停滞、消費者物価の下落など、引

き続き厳しい状況で推移いたしました。

　当小売業界におきましては、競合店との競争激化やデフレの進行による商品の販売価格の下落が続くな

ど、依然として厳しい環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、重点施策のひとつとしてお客様の暮らしに貢献できる売場を目指

した「欠品撲滅の徹底」を推進するとともに、プライベート商品の販売強化等により生産性の向上、利益率

の改善に取り組んでおります。

　新規出店といたしましては、平成22年６月に業務用食料品販売店の「業務スーパー三島南店」、「業務

スーパー袋井店」の２店舗を開店いたしました。

　また、平成22年９月に食品スーパー「ポテト原町店」を「生鮮＆業務スーパーｍａｍｙ原町店」としてリ

ニューアルオープンいたしました。この店舗は、食品スーパー「ポテト」の生鮮食品、価格競争力のある冷

凍商品等プライベート商品を提供する「業務スーパー」、新鮮かつ価値ある価格で惣菜を提供する「Ｇｒ

ｅｅｎ’ｓＫ」を同一店舗内に展開する新業態での取り組みであります。

①売上高　

　当第２四半期連結会計期間の売上高は153億３千９百万円（前年同期比0.6％増）となりました。厳しい競

争環境のなか、総合ディスカウント店「エスポット」及び業務用食料品販売店「業務スーパー」等は、引き

続き堅調に推移しております。

②営業利益

　当第２四半期連結会計期間の営業利益は２億４千万円（前年同期比81.8％増）と大幅に増加いたしまし

た。

　これは、売上総利益が前年同期と比較して改善したことによるものであります。

③経常利益

　当第２四半期連結会計期間の経常利益は、営業利益の増加により２億７千１百万円（前年同期比83.8％

増）となりました。

④四半期純利益

　当第２四半期連結会計期間の四半期純利益は１億４千５百万円（前年同期比198.8％増）と大幅に増加い

たしました。

　なお、法人税等合計は、１億１千９百万円となりました。

　
（２）財政状態の分析

①資産、負債、純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比較して１億５千３百万円減少し、67億２千１百万円となりました。

　固定資産は、投資有価証券の売却等により投資その他の資産が２億５千８百万円減少したこと等により、

220億９千３百万円となり前連結会計年度末と比較して、４億４千４百万円減少いたしました。

　この結果、資産合計は、前連結会計年度末と比較して、５億９千８百万円減少し、288億１千４百万円となり

ました。
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（負債）

　流動負債は、短期借入金が６億８千７百万円減少したこと等により、106億１千１百万円となり前連結会計

年度末と比較して、４億９千３百万円減少いたしました。

　固定負債は、資産除去債務を３億８千５百万円計上したものの、長期借入金が３億４千７百万円減少、社債

が６千１百万円減少したこと等により、66億５千４百万円となり、前連結会計年度末と比較して、５千万円

減少いたしました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比較して、５億４千４百万円減少し、172億６千６百万円となり

ました。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末と比較して、５千３百万円減少し、115億４千８百万円となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、第１四半期連結

会計期間末と比較して２千８百万円減少し、７億９千３百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益２

億６千４百万円、減価償却費２億４千９百万円、たな卸資産の減少額１億６千８百万円等により６億８千２

百万円の収入（前年同期は１億７千３百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が５千７百万円等があったもの

の、敷金及び保証金の回収による収入６千８百万円、投資有価証券の売却による収入５千５百万円等により

５千５百万円の収入（前年同期は４億３千５百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出４億８千９百万円、短期借入金の減

少額１億７千万円等により７億６千６百万円の支出（前年同期は２億１千万円の収入）となりました。

　
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末に重要な設備の新設、除却等の計画はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,128,000

計 35,128,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,540,20010,540,200
大阪証券取引所
(JASDAQ市場)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は100株でありま
す。

計 10,540,20010,540,200― ―

（注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とと

もに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～
平成22年９月30日　　

－ 10,540,200 － 1,198,310 － 1,076,340

　

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社マキリ 静岡県富士市大渕2373番地 4,343 41.2

財団法人マキヤ奨学会 静岡県沼津市三枚橋字竹の岬709番地の１ 700 6.6

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町１丁目10番地 495 4.7

スルガ銀行株式会社 静岡県沼津市通横町23番地 489 4.6

マキヤ取引先持株会 静岡県富士市大渕2373番地 426 4.0

矢　部　彰　造 静岡県沼津市 240 2.3

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 213 2.0

矢　部　宏　泰 静岡県沼津市 206 2.0

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝３丁目33番１号 187 1.8

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 151 1.4

計 ― 7,453 70.7

(注) 上記のほか、当社は自己株式556千株（発行済株式総数 に対する所有株式数の割合：5.3％）を保有しており

ます。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)　　
普通株式　556,400

－ －

完全議決権株式(その他)
 普通株式

99,824 －
9,982,400

単元未満株式
 普通株式

－ －
1,400

発行済株式総数 10,540,200－ －

総株主の議決権 － 99,824 －

(注)　 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　　   

　

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社マキヤ

静岡県沼津市三枚橋
字竹の岬709番地の1

556,400－ 556,400 5.3

計 ― 556,400－ 556,400 5.3

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 415 411 404 408 400 406

最低(円) 396 395 391 380 384 385

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年　９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30

日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 793,771 860,140

売掛金 371,247 361,754

商品 5,114,037 5,124,535

その他 442,496 528,755

貸倒引当金 △328 △448

流動資産合計 6,721,224 6,874,736

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 9,089,249

※1
 9,165,493

土地 7,663,039 7,722,701

その他（純額） ※1
 506,067

※1
 493,498

有形固定資産合計 17,258,356 17,381,694

無形固定資産 1,027,919 1,090,158

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,984,296 3,041,343

その他 823,953 1,025,853

貸倒引当金 △888 △900

投資その他の資産合計 3,807,361 4,066,296

固定資産合計 22,093,637 22,538,149

資産合計 28,814,862 29,412,885

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,708,143 4,704,930

短期借入金 3,680,609 4,367,913

未払法人税等 234,662 305,911

賞与引当金 136,497 111,942

ポイント引当金 110,119 105,823

その他 1,741,937 1,509,062

流動負債合計 10,611,969 11,105,584

固定負債

社債 994,000 1,055,500

長期借入金 3,492,417 3,840,069

退職給付引当金 557,101 557,484

役員退職慰労引当金 55,509 51,819

資産除去債務 385,900 －

その他 1,169,148 1,199,745

固定負債合計 6,654,076 6,704,618

負債合計 17,266,045 17,810,202
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(単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,198,310 1,198,310

資本剰余金 1,083,637 1,083,637

利益剰余金 9,676,359 9,696,664

自己株式 △446,065 △446,042

株主資本合計 11,512,241 11,532,569

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 36,575 70,113

評価・換算差額等合計 36,575 70,113

純資産合計 11,548,817 11,602,683

負債純資産合計 28,814,862 29,412,885
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 30,619,721 30,240,419

売上原価 24,250,694 23,787,921

売上総利益 6,369,026 6,452,497

販売費及び一般管理費 ※1
 6,130,973

※1
 5,916,086

営業利益 238,053 536,411

営業外収益

受取利息 2,330 1,395

受取配当金 5,909 5,647

受取家賃 111,333 110,175

その他 60,250 63,328

営業外収益合計 179,824 180,546

営業外費用

支払利息 72,649 70,055

不動産賃貸費用 33,528 35,889

その他 33,002 10,189

営業外費用合計 139,180 116,133

経常利益 278,696 600,824

特別利益

有形固定資産売却益 166,502 －

特別利益合計 166,502 －

特別損失

減損損失 68,208 64,515

投資有価証券売却損 － 146,400

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 176,222

その他 － 1,216

特別損失合計 68,208 388,354

税金等調整前四半期純利益 376,990 212,469

法人税、住民税及び事業税 187,872 215,242

法人税等調整額 39,278 △57,346

法人税等合計 227,151 157,895

四半期純利益 149,839 54,573
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 15,245,423 15,339,979

売上原価 12,065,635 12,039,147

売上総利益 3,179,788 3,300,832

販売費及び一般管理費 ※1
 3,047,245

※1
 3,059,901

営業利益 132,542 240,931

営業外収益

受取利息 894 706

受取家賃 54,255 54,558

その他 34,670 34,386

営業外収益合計 89,819 89,651

営業外費用

支払利息 35,369 33,636

不動産賃貸費用 17,983 18,715

その他 21,532 7,167

営業外費用合計 74,885 59,519

経常利益 147,475 271,064

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 140,100

特別利益合計 － 140,100

特別損失

減損損失 5,603 －

投資有価証券売却損 － 146,400

その他 － 12

特別損失合計 5,603 146,412

税金等調整前四半期純利益 141,872 264,751

法人税、住民税及び事業税 78,791 80,193

法人税等調整額 14,516 39,445

法人税等合計 93,307 119,638

四半期純利益 48,565 145,113
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 376,990 212,469

減価償却費 428,457 494,184

減損損失 68,208 64,515

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 △131

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,020 24,555

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,397 4,296

退職給付引当金の増減額（△は減少） △21,507 △382

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,060 3,690

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,579 △5,215

受取利息及び受取配当金 △8,240 △7,042

支払利息 72,649 70,055

投資有価証券売却損益（△は益） － 146,400

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,216

有形固定資産売却損益（△は益） △166,502 －

為替差損益（△は益） 2,212 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,454 △9,493

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,216 16,652

仕入債務の増減額（△は減少） △135,519 3,212

未払消費税等の増減額（△は減少） 22,410 104,918

未収消費税等の増減額（△は増加） － 54,554

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 176,222

その他 40,631 139,744

小計 681,383 1,494,419

利息及び配当金の受取額 8,240 7,042

利息の支払額 △72,653 △66,370

法人税等の支払額 △55,999 △286,483

営業活動によるキャッシュ・フロー 560,970 1,148,607

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,096,587 △69,382

有形固定資産の売却による収入 818,610 －

有形固定資産の除却による支出 △16,990 －

投資有価証券の売却による収入 － 55,798

貸付金の回収による収入 5,014 5,115

敷金及び保証金の差入による支出 △28,443 △61,159

敷金及び保証金の回収による収入 121,404 118,206

その他 △7,378 △3,664

投資活動によるキャッシュ・フロー △204,371 44,912
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(単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 520,000 △565,000

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △1,249,958 △969,955

社債の発行による収入 491,558 －

社債の償還による支出 △30,000 △61,500

リース債務の返済による支出 △56,824 △88,555

配当金の支払額 △74,878 △74,878

財務活動によるキャッシュ・フロー △400,103 △1,259,889

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,212 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △45,716 △66,368

現金及び現金同等物の期首残高 834,692 860,140

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 788,975

※１
 793,771
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30）

1．会計処理基準に関する

事項の変更

（1）資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会
計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適
用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており
ます。
これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ
9,879千円減少し、税金等調整前四半期純利益は186,102千円減少しております。
また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は378,911千円で
あります。

 

　

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定にあたり、加味する加減算項目や税額控除項目を重

要なものに限定する方法によっております。

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

11,742,852千円 11,323,929千円

　

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

　 　
※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給料手当 1,976,451千円

　賞与引当金繰入額 102,812千円

　退職給付引当金繰入額 26,877千円

　役員退職慰労引当金繰入額 9,540千円

　給料手当 1,918,735千円

　賞与引当金繰入額 136,497千円

　退職給付引当金繰入額 33,060千円

　役員退職慰労引当金繰入額 5,770千円

　 　
　

　

　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

 
※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給料手当 1,002,578千円

　賞与引当金繰入額 102,812千円

　退職給付引当金繰入額 13,380千円

　役員退職慰労引当金繰入額

 

3,420千円

 

 
※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　給料手当 1,000,250千円

　賞与引当金繰入額 136,497千円

　退職給付引当金繰入額 17,110千円

　役員退職慰労引当金繰入額

 

2,920千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 788,975千円

現金及び現金同等物 788,975千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 793,771千円

現金及び現金同等物 793,771千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,540,200

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 556,470

　
　
　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,878 7.50平成22年３月31日 平成22年６月30日

　

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,877 7.50平成22年９月30日 平成22年12月６日

　　　

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

20/28



(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグ
メント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の
記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグ
メント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の
記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該
当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該
当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループの事業は、食品、家庭用品、ＤＩＹ用品等の一般消費財の仕入販売及びこれらの付随業
務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループの事業は、食品、家庭用品、ＤＩＹ用品等の一般消費財の仕入販売及びこれらの付随業
務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,156円76銭
　

　 　

　 1,162円15銭
　

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 11,548,817 11,602,683

普通株式に係る純資産額（千円） 11,548,817 11,602,683

普通株式の発行済株式数（千株） 10,540 10,540

普通株式の自己株式数（千株） 556 556

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数（千株）

9,983 9,983

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

 １株当たり四半期純利益 15円00銭 １株当たり四半期純利益 ５円46銭

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　－  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　－

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 149,839 54,573

普通株式に係る四半期純利益(千円) 149,839 54,573

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,983 9,983
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 ４円86銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －
　

１株当たり四半期純利益 14円53銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 48,565 145,113

普通株式に係る四半期純利益(千円) 48,565 145,113

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 9,983 9,983

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成22年11月９日開催の取締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　　①　配当金の総額　 　　　　　　　　　　　　　　　　 74,877千円

　　　②　１株当たりの金額　 　 　　　　　　　　　　　　　　 7円50銭

　　　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月10日

  株式会社マキヤ

　取締役会　御中
　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　 公認会計士    向    　    眞    生    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員    

　 公認会計士    篠　　原    孝    広    印
　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成21年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月10日

　株式会社マキヤ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    篠    原    孝    広    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    浅    野    裕    史    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成22年９

月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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